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オーガナイザー
　中南秀将（東京薬大薬）
　輪島丈明（名城大薬）

　薬剤耐性（Antimicrobial resistance：
ＡＭＲ）に起因する年間死者数は、こ
のまま何も対策を講じない場合、2050
年には全世界で1000万人に上り、癌に
よる死者数を超えるとの試算が報告さ
れた。これを受け、わが国おいても16
年からＡＭＲ対策アクションプランが
実施されている。既存の抗菌薬を守り、
新たな薬剤を開発するためには、薬学

領域の研究者が総力を挙げてこの問題
に取り組む必要がある。しかし、わが
国では、微生物学や医療薬学以外の領
域において、ＡＭＲに関する研究が極
めて少ないのが現状である。
　本シンポジウムは、国内外のＡＭＲ
の現状と薬学領域の研究者に期待され
ているＡＭＲ研究を知っていただくこ
とが目的である。これによって、薬学
会のＡＭＲ研究が活性化し、生物・医
療・化学などの分野横断的な研究テー
マが生まれることを期待する。

（中南秀将）

薬剤耐性（AMR）最前線
－薬学領域が担うべき、これからのAMR研究を考える

オーガナイザー
　長谷川潤（神戸薬大）
　水谷健一（神戸学院大院薬）

　ヒトの体を構成する全ての細胞は、
生存のために酸素と栄養分を必要と
し、それらは全身を網羅する血管に
よって供給される。16世紀のWi l l i am 
Harveyによる血液循環の発見以来、長
らく血管はこうした「生命維持のため
の管」であり、健康な成体においては
安定な組織であると信じられてきた。
一方、ヒトの体が健康を保つためには、
外部環境の変化や体内の様々な状況に

応じて臨機応変に調節を行う必要があ
る。近年の研究は、安定な組織である
と信じられてきた血管が、体の必要に
応じて動的に変化し、単なる管を超え
た多様な働きを示すことを明らかにし
てきた。
　本シンポジウムでは、こうした血管
の新たな機能やダイナミクスが、ヒト
の健康維持にどのように役立っている
のか、疾病治療にどのように応用され
得るのかについて、血管研究の第一線
の先生方に最新の研究成果を紹介して
いただき、今後の血管研究の方向性を
議論したい。　　　　　（長谷川潤）

生体の修復と健康を司る
「血管ダイナミクス」の役割

オーガナイザー
　長野一也（和歌山県医大薬）
　内山博雅（大阪医薬大薬）

　近年の健康志向の高まりから、特定
保健用食品や機能性表示食品といった
保健機能食品が注目されている。この
ような背景から現在、その開発件数は
増加の一途を辿っているものの、ずさ
んな開発は、健康被害をも引き起こし
ており、昨年度、食品衛生法の改正に
至っている（健康被害情報の届出の義
務化）。従って、超高齢社会を迎え、
健康寿命の延伸が課題となっているわ
が国では、高品質な保健機能食品の開

発が求められている。
　そのためには、単に、食経験を有し
た生理活性物質を生体に投与して、機
能を解析することにとどまらず、薬学
的な視点から、製剤加工による機能性
の向上や物理化学的特性の理解、投与
後の体内動態、安全性評価、機能発現
機序の解明などを通じ、その品質担保
が重要である。
　そこで本シンポジウムでは、これら
の視点で高品質な保健機能食品の開発
を目指している若手の先生方に講演い
ただき、今後の保健機能食品の開発の
あり方を議論させていただきたい。

（長野一也）

若手による薬学的視点からの
保健機能食品研究

オーガナイザー
　重永章（福山大薬）
　辻耕平（東京医歯大生材研）

　低分子医薬品とバイオ医薬品の両方
の利点を合わせ持つニューモダリティ
として近年、中分子医薬品が注目され
ており、その市場規模は年々拡大傾向
にある。代表例としてペプチドや核酸
が挙げられるが、中分子はそれらのみ
ではなく、例えば糖鎖や脂質、人⼯キ
メラ分⼦など、幅広い分⼦種を含む。
このため、様々な分野の研究者が、多
種多様な中分⼦創薬研究を活発に⾏っ

ている。
　中分⼦創薬研究のフロンティアでは
2015年（第135年会）から、中分子創
薬研究に携わる様々な分野の専門家を
お招きし、最先端のトピックをご紹介
いただいてきた。今回は多様な分子種
を基軸として研究を進める気鋭のシン
ポジスト６人をお迎えし、次世代の中
分⼦創薬トレンドを⾒据えた多彩な最
新研究の⼀端をご紹介いただく。多角
的視点から多面的な知見および知識を
共有することで、中分子創薬研究のさ
らなる発展に寄与できることを期待し
ている。　　　　　　　　（辻耕平）

中分子創薬研究のフロンティア
－多種多彩な中分子創薬へのアプローチ

オーガナイザー
　堤康央（阪大院薬）
　辻野博文（阪大院薬・阪大博物館）

　近年、ＳＤＧｓにて警鐘が鳴らされ
ているように、プラスチック製品によ
る生態／生体系への負の影響が世界的
に危惧されている。中でも５㎜よりも
小さいサイズのプラスチック微粒子で
あるマイクロプラスチック（ＭＰ）が
問題視されており、昨今では特に１㎛
よりも小さなナノプラスチック（ＮＰ）
への懸念が高まっている。ＭＰやＮＰ
は今や飲料水や食塩、人の糞便、血液、

胎盤からも検出されるなど、ヒトが曝
露されているのは、紛れもない事実で
あるものの、サイズ、材質、形状、表
面性状など物理化学的特性の複雑さが
ヒトの健康に及ぼす影響は明らかでな
い。
　本シンポジウムでは、マイクロ・ナ
ノプラスチック（ＭＰ・ＮＰ）のヒト
健康影響の評価基盤の構築や生体に及
ぼす影響についてその最新トピックに
ついてご紹介いただき、将来的なＭ
Ｐ・ＮＰのハザード解析を論じる機会
としたい。

（堤康央）

マイクロ・ナノプラスチックの
ヒト健康影響の解明に向けて

オーガナイザー
　藤川雄太（東京薬大生命）
　浅沼大祐（東大）
　
　近年、機能性分子の開発を軸にした
分子イメージング研究が光、放射線、
磁気などを利用した多様なイメージン
グモダリティで進展し、大きな盛り上
がりを見せている。これまでにモダリ
ティの異なる研究は別々の場で議論さ
れることが多かったが、小分子あるい
は中分子に基づいた機能性分子の設
計・開発、応用では研究アプローチに
共通点も多く見られる。
　そこで、様々な分野の研究者が一堂
に会する薬学会において横断的な分野
のシンポジウムを開催することは、

個々の研究のさらなる活発化や発展、
さらにはイメージング技術の薬学分野
への多大な波及効果も期待される。
　本年度の「薬学における生命指向型
化学シンポジウム」では、先端的な分
子イメージングおよびセラノスティク
スへのアプローチを展開している新進
気鋭の化学系研究者の方々にご登壇い
ただく。具体的には、ラマン散乱光や
りん光、蛍光、放射線などを利用し
た分子イメージングプローブの開発
およびその生体応用についてご講演
いただく。これによって、最前線の分
子イメージング研究について多くの薬
学研究者と情報を共有し、議論する場
としたい。

（藤川雄太） 

薬学における生命指向型化学
－先端的な分子イメージングを

実現する機能性分子開発の最前線


